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　「ここでクイズ！」。会場に問うのは、アニメ『ドラえ
もん』ののび太に扮した児童。「遊水地がまたがる 4県
は？」。手が挙がり、「栃木県…」と正解です（写真左下）。
　昨年１２月９日、４県の４市２町の小学生が集う「遊
水地学習研究発表会」が栃木市で開かれました。私、内
河大和（写真上の後列右）は、加須市立北川辺東小（埼
玉県）の校長です。４年生全員が一年かけて調べた自然
や治水、歴史など６分野の代表６人が、パワーポイント
などで元気に発表。クイズは１５分間に１２問。会場全
体が一体となり交流、学校を代表して頑張りました。
　大トリは地元、本紙連載の１６回（２０２１年１月号）
で紹介した栃木市立藤岡小（同右下）です。５年生１８
人が、水質など各分野で「ごみを捨てない」など日々の
行動に広げて考え、しかも原稿を見ずに語りかける完成
度で好評。ネットを使い学校にも中継されました。
　私、宮崎悟（写真上の後列左）は、主催者のアクリメー
ション振興財団の部長です。４市２町の各小との連携は
２０余年続きます。各小が４、５年生を対象に年間の大
事な行事として取り組み、私たちが遊水地での春秋の「環

境学習」の講師役と案内をします。児童が自分たちで練
り上げた集大成が、年末恒例の発表会なのです。
　６校の発表が終わり今年の「講評者」は栃木市教委の
先生。各校を褒め、励ましました。「ＳＤＧ s（持続可能
な開発目標）は遠い世界に思えます。でも、みなさんの
身近な場を知ることも、大きな一歩です」。体験が世界
を広げる「こどもＳＤＧ s」が受け継がれます。財団は（☎
６２-１１６１）。

４県の小学生が続ける「こどもＳＤＧ s」
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和 さん私たちの学習発表会
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